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●徳島県鳴門市出身  ●岡山大学文学部卒業
●1996年滋賀へ ●1997年子育てや女性の
一歩を応援する「びぃめ～る企画室」創設。情
報紙発行、コミュニティカフェ運営等に携わる
●2011年～2014年守山市議会議員
●2019年～滋賀県議会議員

●プロフィール●
●9月定例会議報告
●6月定例会議報告
●委員会等活動報告
●決算特別委員会報告
●新型コロナウィルス感染症対策

未だ終息が見えない新型コロナウィルス感染症。滋賀において
も、第 3波の入り口と言われる状況となっています。
感染症対策と経済対策の両立が模索される中、高齢者や持病の
ある方など、重症化リスクの高い方をいかに守り抜くのかが大
きなポイントとなると考えています。
県議会におけるコロナ対策を含む特別委員会の副委員長として
も、しっかりと頑張ってまいります。
どうぞよろしくお願い致します。

守山市総合防災訓練にて

滋
賀
県
議
会
議
員

小
川
や
す
え

小
川
や
す
え

昨
年
、
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
違
法
マ
ッ
サ
ー
ジ

店
が
滋
賀
と
し
て
過
去
最
多
摘
発
さ
れ
た
が
、
す

ぐ
に
新
た
な
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
す
る
「
い
た
ち
ご
っ

こ
」
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
報
道
が

あ
っ
た
。「
他
府
県
で
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
、

滋
賀
に
流
れ
て
来
て
い
る
の
で
は
」
と
も
書
か
れ

て
お
り
、
こ
の
7
月
に
は
、
閑
静
な
住
宅
地
の
真

ん
中
に
違
法
営
業
が
疑
わ
れ
る
個
室
マ
ッ
サ
ー
ジ

店
が
い
き
な
り
オ
ー
プ
ン
し
た
例
も
報
告
さ
れ
、

地
域
か
ら
は
住
環
境
の
悪
化
を
不
安
視
す
る
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
都
会
で
の
経

営
が
苦
し
く
な
り
、
S
N
S
の
普
及
で
ど
こ
で
も

集
客
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
家

賃
が
安
い
滋
賀
に
移
っ
て
来
て
い
る
と
言
う
例
も

実
際
に
あ
る
と
聞
く
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
滋
賀
県
と
し
て
毅

然
と
し
た
態
度
で
臨
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

観
点
で
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
 滋
賀
県
に
お
け
る
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
個
室

マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
関
す
る
規
制
は

警
察
本
部
長
▼
い
わ
ゆ
る
、
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
個
室
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
に
つ
い
て
は
、「
滋
賀
県

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
に
お
い
て
、
県
内
全

域
で
営
業
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

●
 違
法
個
室
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
の
摘
発
状
況
は

警
察
本
部
長
▼
平
成
29
年
は
２
件
、
平
成
30
年
は

０
件
、
令
和
元
年
は
６
件
、
本
年
は
本
日
現
在

で
１
件
と
な
っ
て
い
る
※
現
在
は
2
件

違
法
性
が
証
明
さ
れ
れ
ば
風
営
法
の
禁
止
地
域
営

業
違
反
で
取
り
締
ま
れ
る
が
、
捜
査
に
は
時
間
も

か
か
り
、
不
起
訴
の
場
合
も
あ
り
、
起
訴
さ
れ
て

も
刑
が
軽
く
、
ま
た
す
ぐ
に
新
規
に
オ
ー
プ
ン
す

る
と
言
う
い
た
ち
ご
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
も
現

実
。
行
政
と
し
て
何
か
も
っ
と
で
き
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

●
 マ
ッ
サ
ー
ジ
店
舗
の
都
市
計
画
に
お
け
る
用
途

規
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

土
木
交
通
部
長
▼
住
宅
を
改
修
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ

店
に
類
す
る
店
舗
と
す
る
際
の
用
途
規
制
は
、

用
途
地
域
の
7
％
を
占
め
る
「
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
」
内
の
み
で
あ
り
、、
そ
れ
以
外
の

用
途
地
域
内
で
は
規
模
、
階
数
等
に
よ
る
制
限

は
あ
る
も
の
の
改
修
は
可
能
。

つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
地
で
開
業
が
可
能
で
、

今
回
の
例
の
よ
う
に
、
あ
る
日
突
然
、
性
的
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
個
室
マ
ッ
サ
ー
ジ
店

が
隣
に
で
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
。
誰

に
取
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
 マ
ッ
サ
ー
ジ
店
及
び
そ
れ
に
類
す
る
店
舗
を
開
業

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
資
格
や
届
出
が
必
要
か
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
医
師
以
外
の
者
で
、
あ
ん
摩
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
若
し
く
は
指
圧
を
業
と
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
師
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
施
術
所
の
開
設
後
十
日
以
内
に
所
在
地

を
管
轄
す
る
保
健
所
に
届
出
が
必
要
と
な
り
、

令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
を
行
う
施
術
所
は
、
県
内
で
７
２
１
件

あ
る
。

 

ま
た「
類
す
る
店
舗
」い
わ
ゆ
る「
エ
ス
テ
」や「
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
等
は
、
法
律
に
該
当
し
な

い
も
の
で
あ
り
、保
健
所
へ
の
届
出
は
必
要
な
く
、

店
舗
数
な
ど
の
現
状
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
に
類
ず
る
、
人
の
カ
ラ
ダ
に
直

接
触
れ
て
施
術
す
る
こ
れ
ら
の
分
野
に
、
な
ん

の
届
出
も
必
要
で
は
な
く
、
行
政
と
し
て
実
態

把
握
も
で
き
な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
さ
に
、
法
の
隙
き
間
と
言
え
、
今
回
取

り
上
げ
た
違
法
性
が
疑
わ
れ
る
個
室
マ
ッ
サ
ー

ジ
店
も
、「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」「
メ
ン
ズ
エ

ス
テ
」
な
ど
を
う
た
っ
て
、
そ
の
法
の
隙
き
間

を
利
用
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
届

出
を
義
務
づ
け
る
必
要
が
コ
ロ
ナ
対
策
の
観
点

か
ら
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
現
在
、
規
制
さ
れ
て
い
な
い

い
わ
ゆ
る「
エ
ス
テ
」や「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

等
に
つ
い
て
、
新
た
に
法
律
や
条
例
で
届
出
を

義
務
付
け
る
に
は
、
人
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
規
制
を
行
う
だ
け
の
合

理
的
な
理
由
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
、
こ
の
質
問
に
対
し
て
こ
た
え
ら
れ
る
部
局
が

現
状
で
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
、
健
康
医
療
福
祉
部

に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

国
で
は
「
縦
割
り
1
1
0
番
」
が
は
じ
ま
り
、
ま
た

滋
賀
県
で
も
「
行
政
経
営
提
案
箱
」
と
い
う
試
み
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。「
実
情
に
あ
わ
ず
困
っ
て
い
る
規

制
改
革
」「
県
の
縦
割
り
の
改
善
」
等
、
広
く
県
民

か
ら
の
提
案
を
募
集
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

法
の
整
備
が
必
要
な
ら
、
ぜ
ひ
国
に
訴
え
て
下
さ
い
。

ま
た
法
を
補
完
す
る
条
例
が
可
能
な
ら
、
県
民
生
活

の
課
題
解
決
と
い
う
目
標
を
真
ん
中
に
お
い
て
、
ぜ

ひ
と
も
部
局
横
断
的
に
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

●
 最
後
に
今
後
の
取
組
強
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

警
察
本
部
長
▼
引
き
続
き
、
内
偵
捜
査
、
サ
イ
バ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
警
察
活
動
に
お
い
て
把
握
し
た

情
報
等
に
よ
り
実
態
把
握
に
努
め
、
違
反
容
疑

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
事
件
化
し
て
、

県
民
の
皆
様
の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
る
方
か
ら
は
、「
風
俗
と
間

違
え
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
エ
ス
テ
や
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
女
性
の

起
業
と
し
て
も
人
気
の
職
種
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
店

舗
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
大
変
な
思
い
を
し
な
が

ら
、
感
染
防
止
対
策
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
真
面
目
に
営
業
さ
れ
て
い
る

方
た
ち
の
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
と
い
う
前
提
で
、

な
ん
ら
か
の
登
録
制
な
ど
が
で
き
な
い
も
の
か
。
引

き
続
き
可
能
性
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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●動物保護管理センターへ
の犬猫の収容数、譲渡数、
致死処分数のこの 5 年間
の推移は

　令和元年度の犬の収容数
は298頭、譲渡数は109頭、
致死処分数は 98 頭。猫
の収容数は 795 頭、譲渡
数は162頭、致死処分数は628頭、うち472頭が子猫。
推移は、平成 27 年度からの 5 年間で、犬の収容数は
281 頭減少、致死処分数は 96 頭減少、猫の収容数は
789 頭減少、致死処分数は 787 頭減少。子猫の致死
処分数は 702 頭の減少。

●収容された保護犬や保護猫の譲渡会拡充の状況は
　動物保護管理センター以外での譲渡会は、多くの方の
目に触れ、譲渡の機会が増えるという点で有効な方法で
ある。イベントでの出張譲渡前講習会や講習会も開催し
ていきたい。

●動物保護管理センターにも様々な方に来てもらえるよう、
動物愛護推進員の知恵も借りて工夫すべきでは

　どのような取組ができるのか考えていきたい
●譲渡先募集サイト「わんにゃん掲示板」の利用状況は
　令和元年度は犬が 11 頭、猫が 57 頭掲載され、うち約
半数について譲渡が成立したと報告を受けている。

●ふるさと納税に動物愛護が追加されたが、申し込み状況は
　今年 4 月から滋賀応援寄付に「すべての犬と猫の幸せを
願って」というメニューとして追加した。これまでに10件、
333 万円のご寄附をいただいた。心より感謝をする。適
正飼養の普及啓発、地域猫活動の支援、動物保護管理
センターの飼養環境の改善等に活用していきたい。

●ミルクボランティア制度の進捗は
　2 月定例会議でも指摘があり、今年度、動物愛護推
進員の協力で、生後 3 週齢未満の哺乳期の子猫の飼
育・譲渡を試行的に実施しており、これまで 2 人に
16 頭を譲渡した。「体調不良時の医療費の負担が大
きい」「室温管理が必要となる」などの課題も聞あり、
さらに検討を進めていきたい。

●「地域猫活動」の状況は
　平成 30 年度から「飼い主のいない猫対策にかかる活
動補助金」を設け、地域猫活動を支援しており、補
助金でまかないきれない不妊去勢手術については、
動物保護管理センターで手術を行っている。令和元年
度の補助実績は 13 件で、補助金対象の手術が 43 頭、
動物保護管理センターでの手術が 48 頭。大津市で
は動物愛護センターでは 98 頭の手術を実施。

●県内における動物殺傷事件の発生状況とその際の対応は
　法律上の愛護動物の殺傷事案につきましては、昨年中は3件、本年は9/28現在で11件（猫10件（彦
根署5、東近江署2、大津署1、守山署1、甲賀署1）うさぎ1件（彦根署1））となっている。その中には、
今年の 4 月検挙した甲賀警察署管内におけるクロスボウを使用した猫への傷害事件が含まれている。
発生時の対応には、警察が届出を受けた場合、獣医師による鑑定に付すなどし、それらの危害が人為
的なものとの結果が得られれば、被疑者の特定等、事案解明のために、現場付近での聞き込みや防
犯カメラの確認等の捜査で早期事件化に努めるほか、同種事案の続発や手口がエスカレートするのを
防ぐために、重点的なパトロールや情報提供を呼びかける広報活動を実施をしている。

●
県
内
の
多
頭
飼
育
崩
壊
の
状
況
と
県
の
対

応
は

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
多
頭
飼
育
に
か
か
る

相
談
件
数
は
、
昨
年
度
22
件
で
、
う
ち

21
件
は
猫
に
関
し
て
。
最
も
飼
育
頭
数

が
多
か
っ
た
の
は
30
頭
。
相
談
者
は
、

約
半
数
は
飼
育
者
本
人
で
、
親
族
や
近

隣
住
民
、
公
的
機
関
か
ら
も
あ
っ
た
。

 
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
、
飼
育
頭
数
を

減
ら
す
た
め
に
、「
わ
ん
に
ゃ
ん
掲
示
板
」

を
ご
案
内
す
る
、
あ
る
い
は
や
む
を
得

な
い
場
合
は
、
所
有
権
を
放
棄
し
て
い

た
だ
き
、
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
で

引
き
取
る
と
い
っ
た
手
立
て
も
講
じ
て

い
る
。

 
ま
た
、
市
の
福
祉
部
局
や
動
物
愛
護
団

体
と
、
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
連

携
を
し
て
、
多
頭
飼
育
崩
壊
の
現
場
で

飼
育
者
に
話
を
す
る
と
い
う
事
例
も

あ
っ
た
。

●
未
然
防
止
策
で
あ
る
不
妊
・
去
勢
手
術
に

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
も
っ
と
関

わ
る
べ
き
で
は
な
い
か

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼「
地
域
猫
活
動
」
の

飼
い
主
不
在
の
猫
に
対
し
て
は
、
地
域

の
生
活
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
も
手
術
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

飼
育
さ
れ
て
い
る
犬
や
猫
に
つ
い
て
は
、

飼
育
者
の
自
己
責
任
で
手
術
等
を
行
と

い
う
の
が
原
則
。

 
た
だ
、
多
頭
飼
育
崩
壊
と
な
っ
た
ケ
ー

ス
の
飼
育
者
の
場
合
、
社
会
か
ら
の
孤

立
あ
る
い
は
認
知
症
、
経
済
的
困
窮
な

ど
の
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
場
合
も

多
い
と
考
え
ら
れ
、
自
己
責
任
に
よ
る

解
決
と
い
う
の
に
も
限
界
が
あ
る
。
具

体
的
に
ど
う
県
が
手
術
等
に
関
与
し
て

い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
。

●
人
間
の
福
祉
の
側
か
ら
の
依
頼
と
い
っ
た

ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
で
、
社
会
全
体

の
福
祉
向
上
の
観
点
か
ら
県
の
関
与
が

で
き
る
の
で
は

滋賀の動物愛護政策の現状一問一答

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
動

物
愛
護
団
体
、
民
生
委
員
等
様
々
な
関

係
者
に
よ
る
連
携
が
必
要
。
そ
れ
ぞ
れ

が
果
た
す
べ
き
役
割
や
ル
ー
ル
を
話
し

合
い
そ
の
中
で
セ
ン
タ
ー
の
手
術
等
の

実
施
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

●
人
間
福
祉
と
動
物
福
祉
の
連
携
の
更
な
る

推
進
に
向
け
て

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
今
年
度
末
に
国
に
お

い
て
、
社
会
福
祉
施
策
と
連
携
し
た
多

頭
飼
育
対
策
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
策
定
さ
れ
る
こ
と
も
見
据
え
、
人
間

福
祉
と
動
物
福
祉
の
連
携
の
た
め
の
取

組
を
、
県
と
し
て
も
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
。

●
知
事
の
掲
げ
た
政
策
が
着
実
に
進
展
し
て

き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
更
な
る
推

進
に
向
け
て

知
事
▼
県
の
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
も
家

族
の
一
員
で
あ
る
動
物
と
共
に
避
難
し

て
き
た
際
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
も
っ

と
現
実
に
即
し
て
対
策
を
検
討
し
よ
う

と
、
現
場
で
指
示
を
出
し
た
。
命
あ
る

も
の
へ
の
思
い
、
す
べ
て
の
生
き
物
に

対
す
る
思
い
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、

多
頭
飼
育
崩
壊
な
ど
の
新
た
な
課
題
に

も
対
応
し
な
が
ら
、
関
係
す
る
方
々
と

さ
ら
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
今
後

と
も
一
層
致
死
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
て
取

組
を
推
進
し
て
い
く
。

湖南市にある県動物保護管理センター

9月 20日、東近江布引体育館を主会場に、令和 2 年度滋賀県総合防災訓練が
行われ、危機管理を所管事項に含む特別委員会の副委員長として参加しました。

「避難所環境改
善訓練」では、
30分で足らず
で体育館中に
パーテーション
や仮設ベッドな
どが配置され
てびっくり! 段ボールベッド、想像より大き

くて寝やすそうでした。
新型コロナ感染者が出たとの想定の訓練など、リ
アリティある設定に緊張感が漂いました。

新型コロナウイルス感染症対応経費や 7 月豪
雨に伴う災害復旧工事、草津市立プール整備
への支援の経費など 641億円余や、新型コ
ロナウイルス感染症対応経費のうち生活福祉
資金貸付金の事業期間の延長、病床確保に係
る補助基準額の引き上げに伴う経費や診療所
の医師等が感染して休業することとなった場
合の支援制度の経費など89 億円余、あわせ
て 731 億円余の補正予算が上程され、原案
通り可決されました。

（9月15日～10月９日）

YASUE OGAWA SHIGA Prefectural assembly Report小川やすえ　県政レポート

※ミルクボランティア…保護された離乳前の子
猫に、ミルクを与えて育てるボランティア
※地域猫…野良猫に
不妊去勢手術を実
施したうえで、エ
サ・トイレの管理
を行い、生活環境
の保全を図る取組

こ
の
6
月
1
日
に
、
い
よ
い
よ
改
正
動
物
愛
護

法
が
一
部
施
行
さ
れ
、
知
事
の
権
限
強
化
や
多

頭
飼
育
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
繁
殖
制
限
の
義
務

化
、
動
物
殺
傷
罪
等
の
厳
罰
化
等
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
め
て
、
人
も
動
物
も
幸

せ
に
な
る
た
め
の
施
策
の
更
な
る
推
進
を
目
指

し
て
質
問
し
ま
し
た
。

「滋賀応援寄附
（ふるさと納税）」に
ぜひご協力下さい !

15すべての犬と猫の幸せを願って
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制」の項を書かせていただき、R3年度予算編成に向けた
提言をさせていただきました。
次年度はウィズコロナ・ポストコロナの時代に対応する、
大きな変革を余儀なくされる予算編成となってきます。保
健所の大幅な削減等行き過ぎた行革やスリム化の弊害が今
回のコロナ禍で顕著になった点なども見据え、限られた予
算とマンパワーをどこに投入するか、しっかりと主張して
行きたいと考えています。

性
暴
力
撲
滅
を
訴
え
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
や
、
性
被
害
を

告
発
す
る
「
#
M
e 

T
o
o
」
運
動
の
広
が
り
な
ど
の

世
論
を
受
け
、
国
性
犯
罪
の
厳
罰
化
の
検
討
ス
タ
ー
ト

や
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
な
ど
性
犯

罪
と
性
暴
力
の
対
策
強
化
の
予
算
化
と
い
っ
た
国
の
動

き
が
相
次
い
だ
。
滋
賀
県
で
は
こ
の
5
月
、
元
小
学
校

長
が
部
下
へ
の
強
制
わ
い
せ
つ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と

言
う
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。
検
察
に
お
い
て
不

起
訴
と
な
っ
た
が
、
悩
ん
だ
末
思
い
切
っ
て
声
を
あ
げ

た
被
害
者
の
勇
気
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
性
犯

罪
・
性
暴
力
対
策
を
一
歩
で
も
進
め
た
い
と
の
思
い
で

質
問
し
ま
し
た
。

● 
昨
年
の
滋
賀
県
の
強
制
わ
い
せ
つ
認
知
件
数
は
58

件
。
こ
れ
は
全
国
17
位
、
人
口
あ
た
り
換
算
で
全
国

で
10
位
で
あ
り
、
報
道
さ
れ
な
い
が
悪
質
な
レ
イ
プ

事
件
も
発
生
し
て
い
る
。「
滋
賀
は
安
全
」
と
い
う

思
い
込
み
、
安
全
性
バ
イ
ア
ス
を
払
拭
し
未
然
防
止

を
は
か
る
べ
き
。

警
察
本
部
長
▼
被
害
防
止
対
策
は
、
被
害
者
の
心
情
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
を
し
つ
つ
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
地
域
交
番
で
必
要
に
応
じ
て
発
信
し
て
い

る
。「
な
で
し
こ
通
信
」
も
よ
り
広
く
活
用
し
て
行

き
た
い
。

● 
増
え
続
け
る
相
談
対
応
の

た
め
に
、
性
暴
力
被
害
者

総
合
ケ
ア
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

び
わ
湖 

S
A
T
O
C
O

の
女
性
の
専
門
看
護
師
で

あ
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
の
処
遇
改

善
と
育
成
が
必
要
で
は
。

総
合
企
画
部
長
▼
今
年
度
、Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
セ
イ
ン
の
待
機
手

当
の
増
額
と
事
務
補
助
員
を
雇
用
す
る
経
費
を
新
た

に
予
算
措
置
を
し
た
。拠
点
病
院
の
看
護
師
な
ど
に
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
女
性
の
安
全
と
健
康
の
た

め
の
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施
す
る
養
成
講
座

の
受
講
を
促
し
、
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
負
担

軽
減
の
た
め
に
、
休
日
や
夜
間
の
相
談
対
応
を
行
う

支
援
セ
ン
タ
ー
を
国
で
設
置
す
る
よ
う
に
要
望
し

た
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
よ
う
な
多
大

な
影
響
を
社
会
全
体
に
与
え
続
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
反

省
や
検
証
も
踏
ま
え
て
、
よ
り
効
果
的
に
、
よ
り
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
、
広
報
戦
略
が
必
要
だ
と
言
う
観

点
で
質
問
し
ま
し
た
。

● 
コ
ロ
ナ
で
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
数
は
飛
躍
的
に

延
び
た
が
、
一
段
落
し
た
あ
と
は
急
速
に
下
が
っ
て

き
て
お
り
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
や
「
コ
ロ
ナ
差

別
等
人
権
問
題
」
な
ど
、
県
と
し
て
発
信
し
た
い
こ

と
を
届
け
る
に
は
、
紙
媒
体
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
県
政
広
報
誌
「
滋
賀
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
は
現
在
隔

月
発
行
だ
が
タ
イ
ム
リ
ー
さ
に
欠
け
る
。
例
え
ば
明

石
市
の
よ
う
な
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
す
れ
ば
、
内
容
量

は
ほ
ぼ
変
え
ず
に
、
企
画
・
印
刷
・
折
り
込
み
料
あ

わ
せ
て
1
回
あ
た
り
2
8
9
万
円
の
縮
減
が
可
能
と

な
り
、
新
聞
折
込
が
別
途
可
能
と
な
る
。
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

知
事
公
室
長
▼
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
広
報
誌
は
2
0
県
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
経
費
の
縮
減
も
見
込
め
る
。

今
年
度
は
設
置
す
る
広
報
検
討
の
場
で
議
論
し
検
討

し
て
い
く
。

● 
発
行
頻
度
の
高
い
市
町
広
報
誌
と
の
連
携
も
よ
り
強

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事
公
室
長
▼
市
町
の
広
報
と
の
連
携
は
大
変
重
要
。

特
に
緊
急
事
態
に
お
け
る
情
報
発
信
に
つ
き
ま
し

て
、
市
町
の
広
報
部
門
と
意
見
交
換
を
行
い
、
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。

PCR検査を担う県立衛生科学センター。

10月19日より5日間にわたって開催された決算特別委員
会、歳出ベースで5390億円余の令和元年度決算を採択し、
終了しました。
総括質疑では、私たちの会派からは冨波議員が登壇し、基
本構想の評価など14点を問わせていただきました。うち、
「災害対策としての地籍調査の推進」「「拠点」としての「こ
こ滋賀」の役割」、そして、「予算現額の1/3にあたる
301億円が翌年度繰越となった土木交通費の事業執行体

県立高校のあり方検討
や、教育問題、「美の滋
賀」の発信、スポーツ・
文化振興等の所管事項
を審議しています。
「教員のセクハラ」「高
校の不登校」等、積極
的に発言しています。

副委員長として、コロナ
対策を中心に審議してい
ます。医療・経済に留ま
らず、生活困窮、コロナ
差別など人権問題、広報
課題等を部局横断的に調
査研究を進め、危機管理
の観点から With コロナ
時代に向けた政策提言を
目指しています。

令和 3 年 6 月再開館を目
指して改修工事中の近代
美術館を視察。

県内調査で国際パカロレアディプロマブロ
グラムが今年度よりスタートした虎姫高校
と、保存修理が完了した竹生島の国宝宝巌
寺&平成 30年 7月豪雨災害の対応状況を
調査しました。

滋賀県労福協さんの「助け合い・支えあいプロジェ
クト」で、児童福祉施設に提供するマスクを募集
させていただきま
した。
ご協力ありがとう
ございました !

滋賀＋1とタブロイド版の
明石市広報

SATOCOステッカー
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以前一般質問もさせてい
ただいた琵琶湖の真珠。
守山でスタートしたオー
ナー制度に応募して、親
子連れや東京から参加さ
れた方と一緒に、玉津小
津漁協さんで行われた核
入れ体験に参加しました。

11月1日、赤野井湾と木浜漁港で開催された湖底ゴミ回収活動に
参加しました。了解上あわせて300人をこえる方が集結。私は湖底
から引き上げたゴミを洗浄・分別する部隊に配属され、胴長部隊が
湖底から回収したゴミをつんだ漁船が次々とやってきてはクレーン
で降ろす機動力にも感心しながら、赤十字奉仕団のみなさんやイン
ドネシアからの技能実習生のみなさんなどなど、たくさんのボラン
ティアさんたちと一緒に作業をさせていただきました。
回収されたゴミは計313キロ。以前は湾内を覆い尽くしていた「オ
オバナミズキンバイ」はかなり減った一方、ビニール袋や農業系の

3つの池蝶貝に計12個の核を
入れました。3年後が楽しみです!

屋形船で赤野井
湾に出て、真珠
棚や消波堤、フ
ナ・モロコの産
卵繁殖場を見学

琵琶湖で獲れ
た鯉とふなの
お味噌汁をい
ただきました!

デモンストレーショ
ンで池蝶貝を開く
と、中から形も色も
とりどりの真珠たち
が。

10月8日、グランドオープ
ンに先駆けた内覧会に参加
しました。目玉展示の「ツ
ダンスキーゾウ」の半身半
骨標本は迫力満点。子ども
も楽しめる工夫もいっぱい。
ぜひ家族でお出かけ下さい。
※現在入館には事前予約が
必要です。

11月15日、市民ホールで開催された令
和2年度もりやま地域共生大会で県議を
代表してご挨拶をさせていただきました。
コロナ禍の中も大変なご苦労いただきな
がら、私たちの暮らしに寄り添い支えて
いただいている福祉の現場のみなさまに
は、頭の下がる思いです。市長表彰、社
協会長表彰、川柳と写真の「ほっと♡ホット福祉大賞」を受けられた
みなさま、本当におめでとうございます!レストランの琵琶湖カレー

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、に
おいや味がわかりにくいなどの症状がある場合は、
受診前に必ず電話等で連絡してください

他の患者との接触を避けるため、来院時間や来院
方法などを指定されることがあります

かかりつけ医など身近な医療機関
（診療所・クリニック）

発熱などの症状がある方

手指の消毒またはせっけんを使った手洗いをすませ
て、マスクを着用して受診してください

発熱患者等を診療する医療機関
（診療・検査医療機関）
医師の診察により、必要な検査を行います

発熱患者等を診
療することができ
ない医療機関に
相談があった場
合は、診療でき
る医療機関を案
内します

発熱患者等を診ることが
できない医療機関
・特に免疫低下している患者などが
 来院する専門外来
・構造的に動線が分けられない診療所など

案内

インフルエンザ
新型コロナウイルス
その他

電話 077-528-3621
FAX 077-528-4865
その他 県HP記載の送信フォームへ。

電話 077-526-5411
FAX 077-525-6161
E-mail hoken@city.otsu.lg.jp

大
津
市

大
津
市

以
外

聴覚に障害のある方をはじめ
電話での相談が難しい場合は
メールやファックスでお問合せください

受診

発熱、のどの痛み、頭痛、下痢、体のだるさ、におい
や味がわかりにくいなどの症状がある場合は、受診前
に必ず電話等で連絡してください

お近くの「診療・検査医療機関」を案内します

検査ができないときは、検査
できる医療機関を紹介します

相談・受診〔休日・夜間の場合〕

風邪？
インフルエンザ?
もしかして…
新型コロナ？

相談

休日・夜間に症状が
つらくなったとき

緊急時に応急処置を行うところですので、
基本的に新型コロナウイルスの検査はできません

地域外来・検査センター等
（ＰＣＲ検査センター）

他の診療・検査医療機関

相談
案内

案内新型コロナに限らず
重症の場合に対応

休日
・
夜間
の場合

受診・相談センター (毎日24時間)

紹介

相談

発熱などの症状がある場合の相談・受診について

ゴミが多数を占め、改めて生活の中でのプラごみ削減に向
けて、一人ひとりができることをやっていかなくてはと実感し
ました。
みなさま、お疲れ様でした!!




